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日本教育行政学会第 回大会の開催にあたって 

 
日本教育行政学会第 57 回大会を、日本大学文理学部を大会準備校として、2022 年 10

月 14 日（金）から 16 日（日）に開催いたします。昨年の福岡大学を会場校として開催さ

れる予定だった大会は、新型コロナウイルス感染予防の観点から、オンライン開催となり

ました。 
第 57 回大会につきましては、現地での対面形式と同時双方向通信を併用したハイブリ

ット形式で開催いたします。学会としても初の試みではございますが、本学会や他学会等

のオンライン開催の経験も活かしつつ、新型コロナウイルス感染状況に応じて柔軟に対応

してまいりたいと思っております。 
３日間の大会では、各種委員会の開催を皮切りに、若手ネットワーク企画、会員の皆様

の研究発表の場である自由研究発表、公開シンポジウム「教育政策と変貌する省庁間関係」、

そして研究推進委員会が企画する課題研究Ⅱ「教育行政学における基礎概念および重要命

題の継承と発展(3)―教育現象の統合的解明に向けた知的体系へ―」を予定しています。  
自由研究発表には個人研究、共同研究発表あわせて 33 件のお申込みをいただき、２日

目（15 日〔土〕）及び３日目（16 日〔日〕）の午前中に、計 8 分科会を設定させていただ

きました。本大会では、大会運営の都合上、大きく自由研究発表を対面形式での発表を希

望される方々の分科会と同時双方向通信を利用した発表を希望される方々の分科会に分け

ております。詳細につきましては、本プログラムをご参照ください。 
第 57 回大会では、新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑みまして、アルコールを

伴う対面での懇親会は開催いたしませんが、２日目（15 日〔土〕）のお昼に「ランチョン

セッション」を開催します。 
日本教育行政学会大会を日本大学文理学部が担当しての開催は初めてであり、不慣れに

より行き届かない点も多々あろうかと存じます。また感染対策による検温やアルコール消

毒、参加費のオンライン決済などご負担をおかけいたします。  
最後に、現地での対面形式と同時双方向通信を併用したハイブリット形式による開催と

なりますが、その利便性を生かしながら、充実した議論が行えるように、実行委員会一同、

精一杯努力いたしますので、多くの会員の皆様のご参加を心よりお待ち申し上げておりま

す。 
 
 

大会実行委員会委員長 末冨芳 
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大 会 案 内
１．大会日程

2022 年 10 月 14 日（金）、15 日（土）、16 日（日） 
 
第１日（会場：本館）

～ 大会受付

～

年報編集委員会 本館 階会議室

国際交流委員会 本館 階会議室

研究推進委員会 本館 階会議室

～ 全国理事会 本館 階会議室

～ 若手ネットワーク企画 本館ラーニング・コモンズ

 
第２日（会場：本館・ 号館）

～ 大会受付 号館 教室

～ 自由研究発表１ 号館 教室

～ 自由研究発表２ 号館 教室

～ 自由研究発表３ 号館 教室

～ 自由研究発表４ 号館 教室

～ ランチョンセッション 号館学生食堂コスモス

～ 公開シンポジウム 本館センターホール

～ 総会 本館センターホール

 
第３日（会場：本館）

～ 大会受付

～ 自由研究発表５ 号館 教室

～ 自由研究発表６ 号館 教室

～ 自由研究発表７ 号館 教室

～ 自由研究発表８ 号館 教室

～ 課題研究Ⅱ 号館 教室

 
会員控室

第 日 号館１階 教室 第 日 号館２階 教室

※会場の教室が変更になる場合があります。当日の掲示を確認してください。
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３．参加費

一般会員：2,000 円（対面参加）／2,500 円（オンライン参加） 
学生会員：無料（オンライン参加の場合は、事前に参加申込してください。） 
臨時会員：3,000 円（対面参加）／3,500 円（オンライン参加） 

＊一部のプログラムでオンライン参加を希望される場合は、 
参加費はオンラインの料金になります。  

＊対面参加からオンライン参加に切り替える場合には、  
事務局にご連絡ください。  

公開シンポジウムのみ参加費：1,000 円（対面・オンライン参加）  
 

今回の大会では、受付での長時間の滞在と金銭を通した感染を防ぐため、イベント管

理システム「Peatix」を利用した参加申し込み及び会費支払いを推奨しております。可

能な限りご協力をお願いします。  
「Peatix」のチケットは、パソコンやスマートフォンなどから利用可能です。  
 

①アカウント作成  
チケットを購入する場合には、メールアドレスあるいは外部サービスアカウント

（Facebook、Twitter、Google、Apple）を利用して Peatix アカウントを作成して

ください。  
②支払い 

支払いは、各種クレジットカード、コンビニ /ATM (ペイジー)、PayPal がお使い

いただけます。  
お支払い方法ごとのチケット購入の流れは、以下のページをご覧ください。  
https://help-attendee.peatix.com/ja-JP/support/solutions/articles/44001821791 

 
手書きの領収証の発行を希望される方は、大会実行委員会事務局までご連絡ください。  

 
参加費は、下記の URL サイトより申込・支払いをお願いいたします。  

シンポジウムのみ参加費も同じページからご購入下さい。  

＜リファンドポリシー＞   
第 57 回大会への参加にあたり、納入された諸費用は返却できませんのでご了承

ください。 
ただし，以下のいずれかに該当する場合に限り，お支払いいただいた費用（振込

手数料を引いた額）を返金いたします。   
ａ. 第 57 回大会の開催が中止された場合  
ｂ. 誤って二重に参加費を支払った場合

２．会場

日本大学文理学部（東京都世田谷区桜上水 3-25-40） 
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○対面参加の場合

【発表者・司会者】

当日、発表会場にてご自身の端末で Zoom にログイン・入室していただきます。 
発表者は、投影資料を Zoom の「共有」機能を使用して投影してください。司会者は、

会場からの質問のほか、オンラインでの参加者の質問などは「チャット」機能で確認し

てください。  
 

【一般参加者】

当日は、ご自身の端末より発表資料等をダウンロードしてください。  
質問などは、挙手などで司会者に意思表示をしてください（オンライン発表会場でも同

様）。発言の際には、オンライン参加者への配信の都合上、はっきりとした声でお願いい

たします。 
 

○オンライン参加の場合

【発表者・司会者】

当日、ご自身の端末で Zoom にログイン・入室していただきます。  
発表者は、投影資料を Zoom の「共有」機能を使用して投影してください。司会者は、

オンラインでの参加者の質問などを「チャット」機能で確認してください。  

【一般参加者】

当日は、ご自身の端末より発表資料等をダウンロードしてください。  
質問などは、全員に向けて「チャット」に書き込んでください。「チャット」機能が難し

い場合には、「挙手」機能などで司会者に意思表示をしてください。発言の際には、対面

参加者への配信の都合上、はっきりとした声でお願いいたします。  

６．感染対策について

１．毎日、受付において検温をお願い致します。検温済みの方には、参加章ホルダーにシ

ールを貼らせていただきます。参加日ごとに色が異なっています。会場スタッフは、

参加者が検温を済ませているかどうかをホルダーの色で確認します。検温を済ませて

いただいた後、再び検温所を通過する場合は、会場スタッフにホルダーを提示してく

ださい。

２．会場では適切なマスク（不織布マスクを推奨）の正しい着用をお願いいたします。

３．自由研究発表など講演会場での飲食は禁止といたします（水分補給のみ可）。飲食は会

員控室でお取りください。

４．手洗い、手指のアルコール消毒、咳エチケットを励行してください。

５．周りの参加者の方と適度な距離をお取りください。

６．その他、基本的な感染対策の徹底をお願いします。

４．開催方式について

今回の大会では、対面方式と Zoom を利用したオンライン方式を併用して開催します。

特に、自由研究発表は、対面発表を主とする部会とオンライン発表を主とする部会に大ま

かに分かれています。  
 
発表要旨集録及びオンラインでの参加方法等に関しては、大会当日の 1 週間前を目安

に、参加者に対して「発表要旨集録」と「大会参加マニュアル」を別途メールでお知ら

せします。 
 
当日の報告資料は、Google ドライブと Zoom の「チャット」機能を用いて配布しま

す。ハイブリッド開催・ペーパーレス開催の都合上、パソコン・タブレット端末などをご

準備いただきますようお願い申し上げます。  
 
日本大学文理学部は、学術無線 LAN ローミング「eduroam」が利用できません。その

ため、文理学部 LAN システム「CMS-GUEST」と本大会専用の Wi-Fi を準備します。  
パスワードなどの詳細は、当日会場の掲示をご確認ください。  
 

５．参加について

１．受付での長時間の滞在と金銭等を介した感染を防ぐため、可能な限り事前に参加登録・

参加費支払いを完了して、当日、会場までお越しください。会期中であっても、参加

登録は可能です。  
 
２．参加費の事前の支払いの有無を問わず、毎日必ず受付を通過してください。10 月 14 

日（金）は、12 時 30 分から本館 1 階、10 月 15 日（土）及び 16 日（日）は 8 時 30
分から 4 号館 1 階（15 日）、2 号館 1 階（16 日）にて受付を行います。 

 
３．下記に該当する場合は来場をお控えください。  

・発熱、咳、咽頭痛、味覚障害等の症状がある場合  。 
・過去 2 週間以内に感染が引き続き拡大している国や地域への訪問歴がある場合。

また、そのような人との濃厚接触がある場合。  
・「過去 2 週間以内に新型コロナウイルス感染症陽性と診断された人」との濃厚接触

がある場合。  
・過去 2 週間以内に同居している人に感染者がいた場合。  
・過去 2 週間以内に新型コロナウイルス患者、或いはその疑い患者が発生した場所

に入場した場合。  
＊新型コロナウイルス感染に伴う自宅療養期間や、濃厚接触の基準・待機期間

等について、政府の示す方針に見直しがあった場合は、本項目の記載に関わら

ず、最新の案内に従って行動してください。  
 

４．各会場では、感染対策のため、会場スタッフの指示に従ってください。  
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４．各会場では、感染対策のため、会場スタッフの指示に従ってください。  
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．発表要旨集録

大会プログラムと同様に、紙媒体による『発表要旨集録』は配付しません。大会当日

の 1 週間前を目安に、PDF ファイルを学会ホームページにアップロードし、参加申込を

された方々に別途メールでパスワードをお知らせします。  
 
 

．大会参加のための宿泊等について

大会参加のための交通機関及び宿泊のご手配は、会員各自でお願いいたします。大会

実行委員会では、宿泊先の確保、斡旋等は行いません。日本大学文理学部へのアクセスに

つきましては、下記を参照下さい。  
 
日本大学文理学部アクセスマップ

京王線・東急世田谷線：下高井戸駅（新宿・渋谷から ～ 分） 下車 徒歩 分

京王線：桜上水駅（急行停車駅・新宿・渋谷から ～ 分） 下車 徒歩 ～ 分

※「特急」「準特急」は停車しませんので乗車しないでください。

小田急線：経堂駅（新宿・渋谷から ～ 分） 下車 徒歩 ～ 分

※「快速急行」は停車しませんので乗車しないでください。

 

 
 
 

７．昼食及び懇親会について

第 57 回大会では、新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑みまして、アルコールを

伴う懇親会は開催せず、２日目（10 月 15 日）の 12 時から 3 号館学生食堂コスモスにて

「ランチョンセッション」を開催します。参加費は 1,100 円（ランチボックス・飲み物・

フィンガーフード）となります。参加を希望される方は、下記の URL よりお申込みくだ

さい。 
また、10 月 15 日（土）は、コンビニエンスストア（ファミリーマート）が 8 時から 14

時まで営業しております。  
10 月 16 日（日）は、食堂、コンビニエンスストアともに休業しておりますので、お弁

当を 1 個 1,100 円で予約販売します（申し込みは 10 月 12 日までとします）。お弁当を希

望される方は、下記の URL よりお申込みください。なお飲食の際は、感染拡大防止のた

め、黙食を心がけてください。  
ランチョンセッション及びお弁当の注文は、  

下記の URL サイトより申込をお願いいたします。  

※大会参加申込サイトから申込できます。  
 

８．各種委員会、理事会、総会

・年報編集委員会、研究推進委員会、国際交流委員会の開催につきましては、各委員

会にお任せすることとしております。  
・理事会は、対面で開催いたします。  
・総会は、対面とオンラインで開催いたします。参加方法に関しては、「発表要旨集

録」をご確認ください。なお、ご欠席される場合は、委任状フォーム

（ https://forms.office.com/r/yjiuf98A6V ）を通して、委任状をご提出してくださ

い。 
 

９．自由研究発表

【発表時間】  
個人研究発表  発表 20 分、質疑 5 分（計 25 分） 
共同研究発表  発表 40 分、質疑 10 分（計 50 分） 

【全体討議】  
会場ごとに設定  

【諸注意】 
・ 各部会では、発表準備及び資料配付等の時間調整のために、5 分間の休憩を入れ

ています。  
・ 発表者がやむを得ない理由により欠席する場合には、速やかに大会実行委員会ま

でメールでご連絡ください。なお、その場合、発表時間と発表の順番の繰り上げ

は行わず、司会者の判断により休憩または討議の時間に充てます。 
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  日本大学文理学部教育学科  
  Tel：03-5317-9714 
  E-mail：chs.jeas57th@nihon-u.ac.jp 
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【報告者】 

佐野 壽則（教職員支援機構）  
吉田 洋子（福島県教育庁  教育総務課  企画主幹兼副課長）  
伊藤 卓巳（川崎市教育委員会事務局  庶務課法制担当）  

 
【コメンテーター】  

村上 純一（文教大学） 
 
【参加方法】  
・会員の方へ：対面参加の方は、会場にて受付をしてください。オンライン参加の方は、

「発表要旨集録」にて、ミーティング情報等をお知らせいたしますので、時間になりまし

たら入室してください。 
・ 非会員の方へ：事前に学会員になった上で、参加ください。企画への参加方法に関し

ては、上記の「会員の方へ」と同様の形でお知らせいたします。  
・なお、若手ネットワーク企画にご関心のある、45 歳以下の方は、併せて、若手ネット

ワークの会員にも登録してください。その際には、担当の佐久間邦友会員（日本大学）  
（sakuma.kunitomo@nihon-u.ac.jp）まで連絡してください。   

10 月 14 日（金） 17:00～19:00  
本館ラーニング・コモンズ  

若手ネットワーク企画 

【企画】 植田 みどり（国立教育政策研究所） 
佐久間 邦友（日本大学） 

 
【趣旨】 

今期の若手ネットワーク企画では，若手研究者のキャリア形成に焦点を当てた企画を

計画しています。  
最終年度の今年度も、昨年度に引き続き、研究者として中央及び地方教育行政との関

わりをどのように持つのかという視点からキャリア形成について考える機会としたいと考

えています。  
昨年度の企画において、文部科学省及び地方自治体において実際に政策立案や政策運

営に携わっておられる方から、行政現場が直面している現状や課題、学術界に期待するこ

とや要望等をお話いただき、参加者との意見交換を行いました。意見交換の中から、継続

的な行政関係者と若手研究者との交流の重要性や、そのような機会を学会に期待する声が

あったことを受け、本年度も継続して行政関係者と若手研究者の交流の場を設定すること

といたしました。  
本年度も、中央及び地方教育行政に携わっておられる 3 名の方から、行政現場が直面

している現状や課題、学術界に期待することや要望等をお話いただき、参加者との意見交

換をしたいと考えています。そして若手研究者自身が、教育行政の現場との関係を意識し

ながら、理論的及び実践的な研究を進め、社会との関わりの中で研究活動をしていくこと

の意味を考える機会としたいと思います。  
このような場における議論を通して、若手研究者自身が研究者としてのキャリア形成

を自発的に考え、積極的に研究活動を行っていく契機になればと願っています。  
 
【日程】 

2022 年 10 月 14 日（金） 17：00～19：00  
 

17:00～17:05 企画の趣旨説明 ：植田みどり（5 分） 
17:05～17:25 中央教育行政の立場から ：佐野壽則 様（20 分） 
17:25～17:45 地方教育行政の立場から ：吉田洋子 様（20 分）  
17:45～18:05 地方教育行政の立場から ：伊藤卓巳 様（20 分） 
18:05～18:15 質疑応答（15 分） 
18:15～18:30 休憩 
18:30～18:40 若手研究者よりコメント ：村上純一（10 分）  
18:40～19:00 全体での質疑応答（20 分） 
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大会 2 日目 
10 月 15 日（土） 
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10 月 15 日（土） 9:00〜11:20 
4号館 432教室  

自由研究発表２（対面） 
 

【司会】 
 

 
髙橋 哲（埼玉大学）  
武井 哲郎（立命館大学） 

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

いじめ重大事態をめぐる教育行政の課題 
－裁判例から見るいじめ防止対策推進法への対応－  

○黒川雅子（淑徳大学） 
坂田仰（日本女子大学） 

 
・9:35〜10:00 

U 理論を駆動させるための校内研修システムの開発的研究  
元澤倫久（兵庫教育大学大学院・院生）  

 
・10:05〜10:30 

ケンタッキー州にみる教育貯蓄口座(ESA)の新しい動向と課題  
西村史子（共立女子大学） 

 
・10:35〜11:00 

「民間企業等の勤務経験のある教員」の現状と制度的課題  
前原健二（東京学芸大学） 

 
・11:00～11:20 

全体討議 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 月 15 日（土） 9:00〜11:50 
4 号館 431 教室 

自由研究発表１（対面） 
 

【司会】 
 

 
阿内 春生（横浜市立大学） 
柏木 智子（立命館大学）  

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

義務教育における地方分権改革と地方教育行政の変容

―教育条件指標の量的分析―

 山﨑洋介（大阪大学大学院・院生） 
 
・9:35〜10:00 

戦後日本の教育調査統計行政の成立過程に関する試論的検討 
―文部省調査局を中心とした「連絡調整」に着目して―  

橘孝昌（東京大学大学院・院生） 
 

・10:05〜10:30 
学校統廃合の規定要因に関する量的分析  

―市区町村のパネルデータを用いてー  
中丸和（大阪大学大学院・院生 

／日本学術振興会特別研究員） 
 
・10:35〜11:25 

公正で質の高い教育を目指した 活用の促進条件に関する研究

～政令指定都市事例調査の分析結果報告～  
○藤原文雄（国立教育政策研究所） 
○露口健司（愛媛大学） 
○柏木智子（立命館大学）  
○諏訪英広（川崎医療福祉大学）  

 
・11:25～11:50 

全体討議 
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10 月 15 日（土） 9:00〜11:20 
4号館 432教室  

自由研究発表２（対面） 
 

【司会】 
 

 
髙橋 哲（埼玉大学）  
武井 哲郎（立命館大学） 

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

いじめ重大事態をめぐる教育行政の課題 
－裁判例から見るいじめ防止対策推進法への対応－  

○黒川雅子（淑徳大学） 
坂田仰（日本女子大学） 

 
・9:35〜10:00 

U 理論を駆動させるための校内研修システムの開発的研究  
元澤倫久（兵庫教育大学大学院・院生）  

 
・10:05〜10:30 

ケンタッキー州にみる教育貯蓄口座(ESA)の新しい動向と課題  
西村史子（共立女子大学） 

 
・10:35〜11:00 

「民間企業等の勤務経験のある教員」の現状と制度的課題  
前原健二（東京学芸大学） 

 
・11:00～11:20 

全体討議 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 月 15 日（土） 9:00〜11:50 
4 号館 431 教室 

自由研究発表１（対面） 
 

【司会】 
 

 
阿内 春生（横浜市立大学） 
柏木 智子（立命館大学）  

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

義務教育における地方分権改革と地方教育行政の変容

―教育条件指標の量的分析―

 山﨑洋介（大阪大学大学院・院生） 
 
・9:35〜10:00 

戦後日本の教育調査統計行政の成立過程に関する試論的検討 
―文部省調査局を中心とした「連絡調整」に着目して―  

橘孝昌（東京大学大学院・院生） 
 

・10:05〜10:30 
学校統廃合の規定要因に関する量的分析  

―市区町村のパネルデータを用いてー  
中丸和（大阪大学大学院・院生 

／日本学術振興会特別研究員） 
 
・10:35〜11:25 

公正で質の高い教育を目指した 活用の促進条件に関する研究

～政令指定都市事例調査の分析結果報告～  
○藤原文雄（国立教育政策研究所） 
○露口健司（愛媛大学） 
○柏木智子（立命館大学）  
○諏訪英広（川崎医療福祉大学）  

 
・11:25～11:50 

全体討議 
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10 月 15 日（土） 9:00〜11:55 
4 号館 422 教室 

自由研究発表４（オンライン） 
 

【司会】 
 

 
関 芽（日本体育大学） 
古田 雄一（筑波大学） 

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

子ども若者への包摂的支援体制の構築 
－学校・地域・行政を浸潤する連携モデルの在り方について  

                                         谷村綾子（千里金蘭大学）  
 

・9:35〜10:00 
社会的な学習の実相と生涯学習活動の意味 

：尼崎市「みんなのサマーセミナー」を事例として  
佐藤智子（東北大学） 

 
・10:05～10:30 

高知市型地域共生社会の実現に向けた社会教育士の役割と課題 
 ～学校と地域と行政との協働による「プラットフォーム」化～  

○野村ゆかり（一般社団法人「もうひとつの大きな家族」） 

押田貴久（兵庫教育大学） 
 
・10:35〜11:00 

韓国における半額登録金政策及び国家奨学金制度の 10 年 
―学生負担と高等教育財政からみた成果と課題―  

多胡太佑（尹太佑）  
（北海道大学大学院・院生） 

 
・11:05〜11:30 

高等教育における経済的負担軽減及び学修支援に係る 
法・制度・行財政の日韓比較研究(2) 

渡部昭男（大阪成蹊大学） 
 
・11:30～11:55 

全体討議  

10 月 15 日（土）  9:00〜11:55 
4 号館 421 教室 

自由研究発表３（オンライン） 
 

【司会】 
 

 
木場 裕紀（東京電機大学） 
髙槗 望（群馬大学） 

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

オーストリアとドイツにおける二元制高等教育制度の多様化 
田中達也（釧路公立大学） 

 
・9:35〜10:00 

教育政策検証手法としての教育報告書 
―ドイツ語圏諸国の分析を中心に― 

坂野慎二（玉川大学）  
 
・10:05〜10:30 

韓国における「民間人校長」に求められる役割と専門性 
―職業教育高校の公募校長に関する事例検討― 

張信愛（共愛学園前橋国際大学）  
 
・10:35〜11:00 

カナダにおけるマイノリティの教育行政・学校運営参加の諸形態に関する理論的考察 
―ウィル・キムリッカの「リベラル多文化主義」を手がかりに― 

                                       平田淳（佐賀大学）  
 
・11:05～11:30 

ネットワーク型教育ガバナンスシステムにおける中間層の機能 
―イギリスの MAT を中心に― 

 植田みどり（国立教育政策研究所）  
 
・11:30～11:55 

全体討議 
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10 月 15 日（土） 9:00〜11:55 
4 号館 422 教室 

自由研究発表４（オンライン） 
 

【司会】 
 

 
関 芽（日本体育大学） 
古田 雄一（筑波大学） 

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

子ども若者への包摂的支援体制の構築 
－学校・地域・行政を浸潤する連携モデルの在り方について  

                                         谷村綾子（千里金蘭大学）  
 

・9:35〜10:00 
社会的な学習の実相と生涯学習活動の意味 

：尼崎市「みんなのサマーセミナー」を事例として  
佐藤智子（東北大学） 

 
・10:05～10:30 

高知市型地域共生社会の実現に向けた社会教育士の役割と課題 
 ～学校と地域と行政との協働による「プラットフォーム」化～  

○野村ゆかり（一般社団法人「もうひとつの大きな家族」） 

押田貴久（兵庫教育大学） 
 
・10:35〜11:00 

韓国における半額登録金政策及び国家奨学金制度の 10 年 
―学生負担と高等教育財政からみた成果と課題―  

多胡太佑（尹太佑）  
（北海道大学大学院・院生） 

 
・11:05〜11:30 

高等教育における経済的負担軽減及び学修支援に係る 
法・制度・行財政の日韓比較研究(2) 

渡部昭男（大阪成蹊大学） 
 
・11:30～11:55 

全体討議  

10 月 15 日（土）  9:00〜11:55 
4 号館 421 教室 

自由研究発表３（オンライン） 
 

【司会】 
 

 
木場 裕紀（東京電機大学） 
髙槗 望（群馬大学） 

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

オーストリアとドイツにおける二元制高等教育制度の多様化 
田中達也（釧路公立大学） 

 
・9:35〜10:00 

教育政策検証手法としての教育報告書 
―ドイツ語圏諸国の分析を中心に― 

坂野慎二（玉川大学）  
 
・10:05〜10:30 

韓国における「民間人校長」に求められる役割と専門性 
―職業教育高校の公募校長に関する事例検討― 

張信愛（共愛学園前橋国際大学）  
 
・10:35〜11:00 

カナダにおけるマイノリティの教育行政・学校運営参加の諸形態に関する理論的考察 
―ウィル・キムリッカの「リベラル多文化主義」を手がかりに― 

                                       平田淳（佐賀大学）  
 
・11:05～11:30 

ネットワーク型教育ガバナンスシステムにおける中間層の機能 
―イギリスの MAT を中心に― 

 植田みどり（国立教育政策研究所）  
 
・11:30～11:55 

全体討議 
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10 月 15 日（土）       17:15-18:00 
本館センターホール  

 

総 会 
 
 

 

 
＊参加方法につきましては、「発表要旨集録」をご確認ください。 
なお、ご欠席される場合は、委任状フォーム（  https://forms.office.com/r/yjiuf98A6V ）
を通して、委任状をご提出してください。  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

10 月 15 日（土） 13:00-17:00 
本館センターホール  

公開シンポジウム 

教育政策と変貌する省庁間関係 
  

 
【趣 旨】 

いま、教育政策には、大きな変動が生じている。  
GIGA スクール構想や教育 DX の進展の中、文部科学省だけでなく、内閣府、経済産業

省、デジタル庁等との連携が近年注目を浴びてきた。  
来年 4 月発足予定のこども家庭庁の発足に向け、教育を取り巻く省庁間関係はさらに

変貌しつつある。  
 
これらの動向は、教育政策における省庁間関係の複雑化とも言える。  
一方で、省庁間関係を通じて全ての子どもや多様な学習者の権利が尊重され、その最

善の利益を実現していく政策の充実も期待される。  
 
国の教育政策に生じているこれらの現象をいかにとらえ、特徴づけていくかは、教育

行政学が取り組むべき必須の課題であると言ってよい。  
 
本シンポジウムでは、教育政策における省庁間関係の「いま」を共有し、その特徴につ

いて対話と議論を深めることを目的とする。  
 
教育政策と重要な関連を持つ 3 つの省庁、内閣府・経済産業省・こども家庭庁（設立

準備室）より、プレゼンテーターを招聘し、それぞれの省庁での政策の推進、その経緯や

文部科学省との連携体制について、知見を深める。  
そのうえで教育政策が「無責任の体系」（青木 2021）に陥らず、多元化するアクターの

中で、児童生徒や学習者のための新たな公教育システムの「これから」＝「責任体系」を

いかに実現するかを展望していく。  
 
コーディネーター：末冨芳（日本大学）  
コメンテーター ：北村亘（大阪大学）、青木栄一（東北大学）  
プレゼンテーター：文化庁次長・前内閣府審議官   合田哲雄氏  

経済産業省・前教育サービス産業室長 浅野大介氏  
こども家庭庁設立準備室・審議官  長田浩志氏  
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10 月 15 日（土）       17:15-18:00 
本館センターホール  

 

総 会 
 
 

 

 
＊参加方法につきましては、「発表要旨集録」をご確認ください。 
なお、ご欠席される場合は、委任状フォーム（  https://forms.office.com/r/yjiuf98A6V ）
を通して、委任状をご提出してください。  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

10 月 15 日（土） 13:00-17:00 
本館センターホール  

公開シンポジウム 

教育政策と変貌する省庁間関係 
  

 
【趣 旨】 

いま、教育政策には、大きな変動が生じている。  
GIGA スクール構想や教育 DX の進展の中、文部科学省だけでなく、内閣府、経済産業

省、デジタル庁等との連携が近年注目を浴びてきた。  
来年 4 月発足予定のこども家庭庁の発足に向け、教育を取り巻く省庁間関係はさらに

変貌しつつある。  
 
これらの動向は、教育政策における省庁間関係の複雑化とも言える。  
一方で、省庁間関係を通じて全ての子どもや多様な学習者の権利が尊重され、その最

善の利益を実現していく政策の充実も期待される。  
 
国の教育政策に生じているこれらの現象をいかにとらえ、特徴づけていくかは、教育

行政学が取り組むべき必須の課題であると言ってよい。  
 
本シンポジウムでは、教育政策における省庁間関係の「いま」を共有し、その特徴につ

いて対話と議論を深めることを目的とする。  
 
教育政策と重要な関連を持つ 3 つの省庁、内閣府・経済産業省・こども家庭庁（設立

準備室）より、プレゼンテーターを招聘し、それぞれの省庁での政策の推進、その経緯や

文部科学省との連携体制について、知見を深める。  
そのうえで教育政策が「無責任の体系」（青木 2021）に陥らず、多元化するアクターの

中で、児童生徒や学習者のための新たな公教育システムの「これから」＝「責任体系」を

いかに実現するかを展望していく。  
 
コーディネーター：末冨芳（日本大学）  
コメンテーター ：北村亘（大阪大学）、青木栄一（東北大学）  
プレゼンテーター：文化庁次長・前内閣府審議官   合田哲雄氏  

経済産業省・前教育サービス産業室長 浅野大介氏  
こども家庭庁設立準備室・審議官  長田浩志氏  
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大会 3 日目 
10 月 16 日（日） 
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大会 3 日目 
10 月 16 日（日） 
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10 月 16 日（日）  9:00〜11:50 
2 号館 2204 教室 

自由研究発表６（対面） 
 

【司会】 
 

 
田中 真秀（大阪教育大学） 
福嶋 尚子（千葉工業大学） 

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

国立大学法人の統合の基礎的考察  
岩崎保道（高知大学） 

 
・9:35〜10:00 

大学団体の政策過程への関与と役割 
―私立大学版ガバナンス・コードを事例として―  

松本圭将（京都大学大学院・院生） 
 
・10:05〜10:30 

国立大学法人運営費交付金における「成果を中心とする 
実績状況に基づく配分」の運用実態に関する基礎的分析  

優太郎（東京大学大学院・院生 
／日本学術振興会特別研究員） 

 
・10:35～11:25 

「臨教審」という首相の選択に関する政治学的仮説 
：中曽根内閣の存続可能性と首相の「臨調方式」への期待  

○大島隆太郎（京都大学 
／日本学術振興会特別研究員） 

○中村恵佑（弘前大学） 
 
・10:25～11:50 

全体討議 
 
 
 
 
 

10 月 16 日（日） 9:00〜11:20 
2 号館 2201 教室 

自由研究発表５（対面） 
 

【司会】 
 

 
貞廣 斎子（千葉大学） 
本田 哲也（金沢大学） 

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

教員のウェルビーイングの決定要因 
：2 期間パネルデータを用いた因果推論 

露口健司（愛媛大学） 
 

・9:35〜10:00 
長時間労働が公立小・中学校教員の健康と業務遂行に及ぼす影響  

神林寿幸（明星大学） 
 

・10:05〜10:30 
地方政治における教育長の意識・行動に関する実態分析 

                                         廣谷貴明（国立教育政策研究所）  
 
・10:35～11:00 

学校組織内部における若手教員育成・支援の現状と課題 
―X 県 Y 地区小中学校教員の 4 か年パネルデータの分析から―  

前田麦穂（國學院大學） 
 
・11:00～11:20 

全体討議 
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10 月 16 日（日）  9:00〜11:50 
2 号館 2204 教室 

自由研究発表６（対面） 
 

【司会】 
 

 
田中 真秀（大阪教育大学） 
福嶋 尚子（千葉工業大学） 

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

国立大学法人の統合の基礎的考察  
岩崎保道（高知大学） 

 
・9:35〜10:00 

大学団体の政策過程への関与と役割 
―私立大学版ガバナンス・コードを事例として―  

松本圭将（京都大学大学院・院生） 
 
・10:05〜10:30 

国立大学法人運営費交付金における「成果を中心とする 
実績状況に基づく配分」の運用実態に関する基礎的分析  

優太郎（東京大学大学院・院生 
／日本学術振興会特別研究員） 

 
・10:35～11:25 

「臨教審」という首相の選択に関する政治学的仮説 
：中曽根内閣の存続可能性と首相の「臨調方式」への期待  

○大島隆太郎（京都大学 
／日本学術振興会特別研究員） 

○中村恵佑（弘前大学） 
 
・10:25～11:50 

全体討議 
 
 
 
 
 

10 月 16 日（日） 9:00〜11:20 
2 号館 2201 教室 

自由研究発表５（対面） 
 

【司会】 
 

 
貞廣 斎子（千葉大学） 
本田 哲也（金沢大学） 

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

教員のウェルビーイングの決定要因 
：2 期間パネルデータを用いた因果推論 

露口健司（愛媛大学） 
 

・9:35〜10:00 
長時間労働が公立小・中学校教員の健康と業務遂行に及ぼす影響  

神林寿幸（明星大学） 
 

・10:05〜10:30 
地方政治における教育長の意識・行動に関する実態分析 

                                         廣谷貴明（国立教育政策研究所）  
 
・10:35～11:00 

学校組織内部における若手教員育成・支援の現状と課題 
―X 県 Y 地区小中学校教員の 4 か年パネルデータの分析から―  

前田麦穂（國學院大學） 
 
・11:00～11:20 

全体討議 
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10 月 17 日（日）   9:00〜11:55 
2 号館 2304 教室 

自由研究発表８（オンライン） 
 

【司会】 
 

 
仲田 康一（法政大学） 
本山 敬祐（岩手大学） 

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

都道府県・指定都市教育委員会の教育振興基本計画における「生徒指導」の記述分析  
－平成 25 年と令和４年の比較－ 

 石田美清（順天堂大学）  
 
・9:35～10:25 

臨時的危機管理対応が迫られた際の教育行政機能の限界と再開プロセス 
―COVID-19 危機対応の国際動向を手掛かりとして― 

○髙妻紳二郎（福岡大学） 
○福本みちよ（東京学芸大学）  
○佐藤仁（福岡大学）  

青木研作（東京成徳大学）  
仲田康一（法政大学）  
長嶺宏作（帝京科学大学）  

 
・10:30～11:20 

国際機関における「健康」と「学校教育」の位置付け 
○小早川倫美（島根大学） 
○黒木貴人（福山平成大学）  
○LKHAGVA Ariunjargal 

（モンゴル国立教育大学）  
○張磊（大連大学）  

 
・11:20～11:55 

全体討議 
 
  

10 月 16 日（日）  9:00〜11:50 
2 号館 2301 教室 

自由研究発表７（オンライン） 
 

【司会】 
 

 
勝野 正章（東京大学） 
藤村 祐子（滋賀大学） 

 
・9:00 開会 
 
・9:05〜9:30 

教員人材確保における「質」の多元性と政策的要因  
橋野晶寛（東京大学） 

 
・9:35〜10:00 

中国の地方公費師範生による農村学校への教員補充の効果と限界  
―山東省公費師範生の配置実態に基づいて―  

王佳寧（北海道大学大学院・院生） 
 
・10:05〜10:30 

小学校における教職員配置の変遷と学級担任の負担増大に関する考察 
藤垣結髪（筑波大学大学院・院生） 

 
・10:35〜11:25 

学校の働き方改革に対する教職員の意識分析 
―全国 7 県校長・教員アンケート調査結果から― 

 ○小川正人（東京大学名誉教授）  
     ○川上泰彦（兵庫教育大学）  
     ○荒井英治郎（信州大学）  
     ○神林寿幸（明星大学）  

○櫻井直輝（放送大学） 
雪丸武彦（西南学院大学）  

・11:25～11:50 
全体討議 
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・10:05〜10:30 

小学校における教職員配置の変遷と学級担任の負担増大に関する考察 
藤垣結髪（筑波大学大学院・院生） 

 
・10:35〜11:25 

学校の働き方改革に対する教職員の意識分析 
―全国 7 県校長・教員アンケート調査結果から― 

 ○小川正人（東京大学名誉教授）  
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もとより、当委員会に論じきることのできる課題でないことは明白である。多くの会員

諸氏にご参加いただき、ともに思索する時間が共有できれば、大変有り難い。協議の時間

では積極的に発言を募り、あるいはこちらからも直接指名してお願いする所存である。

※今大会で扱えなかった課題研究Ⅰについては、昨年同様、大会終了後にオンライン研究会（または対

面との併用）の形態で実施する予定である。近年の状況に鑑みて「教育行政学における教師・教員の

位置づけを問い直す」ことをテーマとする。時期も含めた詳細は後日お知らせしたい。私どもの任期

終了後の開催となるが、ご海容賜りたい。こちらにも多数ご参加いただけるようお願い申し上げる。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 月 16 日（日）                                                   13:00～16:00 
2 号館 2304 教室 

課題研究Ⅱ  

教育行政学における基礎概念および重要命題の継承と発展(3) 
―教育現象の統合的解明に向けた知的体系へ― 

【司会】 榎 景子（長崎大学）  
清田 夏代（実践女子大学）  

 
【報告者】 
 

髙橋哲（埼玉大学）  
「論争なき教育行政学における「命題」と「継承」問題  

―教育行政研究における「学説」の位置―」  
 

篠原岳司（北海道大学）  
「教育人権保障のための教育行政学研究（仮）  

―教育ガバナンス論と教育実践過程―」  
 

山下晃一（神戸大学）   
「学問としての教育行政学の方法・課題・展望（仮）  

―研究主体の実存的困難に向き合いながら―」  
 
【趣 旨】 

今期の研究推進委員会は「緊急事態に直面する教育行政・教育行政学の課題」を主題と

する課題研究Ⅰと「教育行政学における基礎概念および重要命題の継承と発展」を主題と

する課題研究Ⅱの２本の柱で課題研究を進めてきた。昨年度の大会と同様、今年度の大会

においても、上記のうち後者の課題研究Ⅱに一本化して開催する。

最終年度となる今回の課題研究Ⅱでは、従来の教育行政学の知的財産の「何を」継承す

るかという対象の問題もさることながら、それらを「いかに」継承するかという継承方法

もまた自明ではなく、意識的・自覚的に究明されるべきであるとの姿勢に立ち戻る。論争

や学説吟味の意義への着眼、教育実践との関係や研究の規範性の検証、知的方法論として

の特質の再吟味などを通じて、教育行政学の学問的な面白さをいかに維持・再創造・発展

していけるか、どのように今後 ～ 年を見越した研究方法や研究課題を構想できるか等

の未来展望に、試論的・挑戦的ながらも迫っていく。その上で、今日の教育行政学を総体

として捉えたとき、研究上の関心や手法が一定の広がりを見せたことによって、事実解明

と規範定立、実践理念（の熱さ）と現実的諸関係（の冷静さ）、教室・学校と社会的基盤な

ど、多様な対極的観点を統合して言説を生み出しうるという強みを有しており、教育学の

関連諸分野に比して遜色ない潜在力や可能性に満ちることを見つめ直したい。
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―教育現象の統合的解明に向けた知的体系へ― 

【司会】 榎 景子（長崎大学）  
清田 夏代（実践女子大学）  

 
【報告者】 
 

髙橋哲（埼玉大学）  
「論争なき教育行政学における「命題」と「継承」問題  

―教育行政研究における「学説」の位置―」  
 

篠原岳司（北海道大学）  
「教育人権保障のための教育行政学研究（仮）  

―教育ガバナンス論と教育実践過程―」  
 

山下晃一（神戸大学）   
「学問としての教育行政学の方法・課題・展望（仮）  
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ける学校評価政策に関

する研究
福嶋尚子著  12650円

教員自主研修法制の展開と改革への展望
久保富三夫著  12650円

教育学関係学術図書のご案内
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委員長： 
末冨芳（日本大学） 

 
事務局長：  

佐久間邦友（日本大学） 
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佐藤晴雄（日本大学） 
長嶺宏作（帝京科学大学） 
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増子恵美（東京都教育庁） 
寝占真翔（帝京科学大学） 

 
表紙デザイン  

大塚もも（日本大学文理学部教育学科 3 年） 
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